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　　　　　　　　　　緒　　言

　東西の食文化を講成する個々の伝統的な食べ物につ

いては，バタバタ茶1），いずし・なれずし帥について前報

において詳しく，納豆，年取り魚，雑煮餅，菊の花，

味噌，節句団子などについては日本食生活文化財団・

食生活文化調査研究報告集帥4〕において概略的に報告

Lたe

　本報にては，それらの「食」の中から，正月関連の

の行事食として年取り魚及び昆布巻について，主とし

て魚の種類についの分布及びその内容を中心として詳

細に検討した結果を報告する。

　　　　　　　　観　究　方　法

　最初に日本全国にわたる組織的な資料を参考にし

て，おおまかに東西食文化の接点を推定し，次にその

地域において各食ぺ物ごとに詳細な調査研究を加える

という方式をとった。

1　調査項目

　全国にわたる食関連連の資料6）～12〕に加えて，著者ら

の研究結果5〕を参考にして，「食」に関する10項目2｝を東

西の食文化を分けるポイソトとなる指標として選ん

だ。年取り魚及び昆布巻はその1項目である。

主として1987－1989年にわたって行われたe

　使用した調査用紙は前報2｝に示したごとくである。

その内容は昭和10年頃の「食」に関するものであるが，

記憶の呼び戻しをより正確にするため，回答欄に可能

性ある事柄をできるだけ多く提示して，その中から選

択するようにした。また，過去と現在との混同を避け

ながら，過去をを際だたせるたあ，現在についての質

問も加えた。1989年の調i査からは，調査用紙とは別に，

回答例を記入した用紙も添付した。

　なお，内容について不明，不確実な点があった場合

には，再度の聞き取りまたは文献による確認を行った。

　年取り魚及び昆布巻の芯魚についての調査表は図1

のごとくである。

　調査対象者としては日本の食生活全集9｝の場合と同

じく，昭和10年頃において台所の責任の一部でも分担

した年齢の方にお願いすることを原則とした。

3　調査地域

　調査地域としては，東西食文化の接点である可能性

が高いと推定される新潟県南西部から富山県及び西型

食文化の飛び地と推定される庄内地方を含む山形県を

重点的に選び，更にその周辺地域についてもできるだ

けだけ広範囲にわたって対象とした。

2　調査方法

　調査は，著者らによる現地での聞き取りに加えて，

各地域の生活改善：普及員，学校教諭・同栄養職員，栄

養土会会員，老入会会員，地域在住研究者及び本学食

物科卒業生などに依頼して聞き取りを行った。調査は，

4　文献的調査

　その背景として，かなり広範囲に亘る地域について

の解析を必要とするテーマであるので，全国的な資

料s）一：2）　t：どの中に記載されている食関連事項を本研

究の目的に従いなカミら，整理・検討し，特に，ライン

重新潟県の郷土食に闊する研究（第25報）

榊新潟県民俗学会
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（2）年1収り粛～

であった。　　★　今は、

塩物、干物を含めてmeg．．．．．thn」（趣ゴ墾毒ま鋤健L＿臨＿たら」監」一＿

である。

図1　年取り魚と昆布巻についての調査票

引きの重要な参考資料とした。

　以下，「既存の文献によれば」とある場合には，これ

ら資料の総て，またはその中の何れかに基づくことを

意味する。

表1　昆布巻を作る行事

　　　　　　結果及　び考察
　1｛｝られた調査の総数528であって，食生活文化報告

集31に用いられたデータに主に山形県についてのデー

タが付け加えられている。その内訳“汕形va　160，福島

県6，新：潟県275，群馬県11，長野県13，窟山県　44，石

Jll県5，岐阜県2その他2である。

　また文献的資料として取り上げられた地域数は合計

275である。

1　昆布巻と行事（全国）

　文献上，都道府県単位で確認できた昆布巻の分獅の

データを図2，3，4に示した。

　行事と昆布巻の関係を示した図2によれぽ，昆布巻

はほぼ全国的に作られていることが認められる。空白

の県があるが，昆布巻を作ることが確認できなかった
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　図2　昆布巻と行事

行　事 地域数 割合（％）

正　月

c　植

ｨ　盆
ﾕモの他

97

U
4
7
1

84．3

T2
R．5

U．1

O．9

計 115 100．O

という意味であって，作っていないということではな

い。

　行事と昆布巻の闘係がはっきりしている地域115の

内，昆布巻を作る行事の数と割合を表1に示した。

　表1から，昆布巻は主に正月用であることが認めら

れる。正月料理として，昆布巻は黒豆，田作りなどと

共に最もポピ＝ラーな料理となっている。

　表2に示すように他の正月料理にも昆布がかなり使

われている。多いのは雑煮等のだし取り，結び昆布の

煮しめであり，その他の昆布料理の殆どは，豆などの

材料と一緒の煮物である。琉球では豚料理に昆布がよ

く組み合わされている。結び昆布は昆布巻にかなりよ

く似た料理ということができる。

表2　昆布巻以外の正月用昆布料理孕

料　　理 例数 割合（％）

結び昆布煮しめ

ﾘり昆布煮しめ

ｻの他

14

R
4
4

23．0

S．9

V2．1

計 61 100』

＊「だし」としての昆布は除く．

　いずれにしても，正月に昆布料理が普遍的に作られ

ていることが認められる。このように，昆布が正月料

理として普遍的な理由は「よろこぶ」に通ずるとため

とされているが，美味であり，保存性，輸送性がよい

ことも重要である。

　また，説明的になるが，ご馳走の多い正月料理に，

食物性繊維，ピタミソ，ミネラルなどの給源として，

栄養的バランスをもたらしてくれるという理由も考え

一76一



東西食文化の日本海側の接点に関する研究（lll）

られる。この点，先人の知恵のすぽらしさを感ずる。

2　昆布の芯（全国）

　全国的にみた場合の昆布巻の芯の種類の都道府県単

位の分布を図3，4に示した。芯の種類は表3のごと

くである。

　表3から，芯の殆どが魚であり，その半分が鯨となっ

■：鯨
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　図3　昆布巻の芯（1）
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　図4　昆布巻の芯②

表3　昆布巻の芯の種類

芯 例数 割合（％）

鯨
鮭
簿
鮒
鰯
そ
の
他
の
魚

33

Q
8
4
1
9

50．0

R．0

P2．1

U」

Q8．8

魚　計 66 ユ00．0

野菜など 6

不　明 4G

ている。実際には，鯨は身欠き鯨であり，北海道にお

いても生錬の例は認められなかった。他の魚において

も，一旦干してから巻き込むケースがかなり多かった。

　鮭鱒類は予想よりも少なく少数派となっている。鮒

と鰯はかなり多く，鮒は水郷地に多いが，鰯は特別の

分fii傾向は認められない。これは，鰯が全国的にあま

ねく漁獲されるためと考えられる。

　その他の魚としては，はたはた（主に秋田県），わか

さぎ（茨城県に多い）がある。更に，もろこ，蜘，か

じきなど，南方系の魚が九州に認められる。鯉は長野

県のごとき内陸において用いられている。

　卓越している錬の分布をみると，東日本に多い傾向

にあるが，西日本にまで及んでいてその範囲は広い。

これは，鯨即ち身欠き鯨が乾物として輸送や管理が容

易であり，また繊肥として江戸時代から使用されたよ

うに，安価であったので広く行き渡ったものと考えら

れる。

　昆布も身欠き練もともに，主産地北海道から，同じ

北前船でもたらされたものであったので，一緒に存在

し輸送されるケースが多かったはずである。このこと

も，昆布と身欠き鯨の結び付いた料理，各種の煮物が

生まれた理由の一つと考えられる。しかし，昆布を巻

くようになった理由やルーツは明かでない13）。

3　北陸東部から東北南部における昆布巻

　新潟県を中心とした地域における昆布巻の分布と芯

について調査した結果を図5に示した。

　図3から，鮭鱒類は小数派であることが予想された

が，図5により更に明確となった。鮭鱒類は新潟県の

中越地方と下越地方にのみ限られており，新潟県内で

も上越（頸城地方）及び佐渡地方は身欠き棘である。

　前報3，で示したごとく，新潟県は食文化的にみると，

佐渡と西頸城地方は西型食文化圏に属し，中頸城地方
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図5　北陸東部と東北南部における昆布巻

は遷移地帯であることが多かったが，昆布巻の芯でも

同じ傾向を示すライソを引くことができる。

　多くの場合，新潟県中越地方から東北方向にかけて

ずっとそのまま東型食文化圏として共通であった。し

かし，この昆布巻の芯の場合には，斬潟県の中，下越

地方に限定されいて，東北地方では再び身欠き練と

なっている。

　この点からすると，新潟県の中，下越地方は鮭にか

たりこだわっている地方ということができる。鮭の身

や鮭卵（イクラ）を沢山入れる「のっぺjなども，そ

のこだわりの典型例ということができる。また，前報2）

に述べたごとく，伝統のすしとして鮭を使った「いい

ずし」が伝承されている。

　下越地方の村上市には鮭の食文化が，現在でも豊に

生きているeこの村上市を流れる三面川は，世界に先

駆けて鮭の母川回帰性を見いだし，それを応用した「種

川」の制度をもうけた所でもある三％

福」幣県

　新潟県の中越，下越地方が何故このように鮭にこだ

わるのか，興味ある問題である。

　更に興味あることは，新潟県の最北部の山北町には

鮭と身欠き錬の両者が存在していて，遷移地帯となっ

ていることである。この町は山形県庄内地方との間で

種々の点での交流が多いが，食文化での影響も受けて

いることが認められる。

　この山北町の南に隣接する朝日村では下越地方と同

じく鮭が用いられている。

4　年取り魚（全国）

　年取り魚の全国的分布を都道府県単位に図6，7及

びその種類の割合を表4に示した。

　表4の結果によれば，鮭鱒と獅が群を抜いて多く，

また両者拮抗している。鮭は「盛ん」，に通ずるという

意味から，蜥は大きさとともに名前が変わる出世魚と

いうことから，共にめでたいものとして特別視され，
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表4　年取り魚の種類（1｝

魚 例数 割合（％）

鮭 63 26．3

鱒 9 3．8

鯛 10 4．2

緬 60 25．O

鰯 23 9．6

鯉 1 o．4

さんま 10 42
は、たはた 7 2．9

鯛 9 3．8

鯖 4 1．6

鮒 4 1．7

鯨 5 2．1

その他の魚 19 7．9

，　，　r　■　■　F　■　■　■　■1曹曹－9　曾 辱一一　一　一　一　一　一　山　’　凸　凸　・ 1　，畢畢一一一一　一　一　’　・　・　F

その他 16 6．7

計 240 1002

祝い魚として広く用いられてきた。また，その大きさ

と整った姿は年取り，正月の祝い魚に適するものであ

る。

　大きいものを食べると福が来るという考えがあっ

て，鯨（肉）が年取り魚である地域L5）1fi｝もあるくらいな

ので，大きさも重要な因子であると考えられる。大き

い一本物は高価であるため晴の日しか買えないこと

も，非日常という意味で重要である。

　共に美味であることも祝い魚としての価値を高めて

いる。また，秋から冬にかけて漁獲量多く旬であるこ

とも，正月関連の祝い魚に適している。

　表4によれば，鰯もかなり多い。鰯は，次に述べる

年取り膳に付けられることが多く，正月のご馳走の

ケースは少ないe神へ捲げるという意味が大きいもの

と考えられる。

　鱈も東日本に多い傾向にあるのはこの魚が北方産で

あるためであるが，西日本でもかなり分布しているの

は，干し魚の形（棒鱈など）で輸送されるためと考え

られる。年取り魚としてではなくても，棒鱈は正月料

理の材料として広く用いられ，主に煮物となっている。

　「東の鮭西の鱗」といわれているが，表4と図6は

それを裏付けている。繭の日本海側での最も東は新潟

県であって，東西の接点がこのあたりに存在すること

が予想される。

　鰯の頻度高く分布は広いが，主に西日本，太平洋側

に多い傾向にある。

　さんまは太平洋側の本州中央に分布している。この

購
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鱒O

O
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〃
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●：鰯

o：鯖
△：さんま

▲1鯛

野
　　げ・as

・9’

図6　年取り魚の分布（1）
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図7　年取り魚の分布②

地方の海域に，さんまが回遊してくるのは晩秋から初

冬にかけてであるので，年取り・正月用に適合するた

めと考えられるe

　その他の魚としては，はたはたが主に秋田県に多く，

山形県，岩手県に及んでいる。

　魚以外のものとしては，鯨肉（高知県1珈軌山口県な

ど）が注目される。前述の大き『いものに相当し，主に
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年取膳に付けられる。また，鹿児島1ηと沖縄1帥両県で

は，正月を祝って豚を屠殺し，豚肉を用いた祝い料理

を作る轡嫉がある。これも，一つの年取り・正月用の

祝い魚ということができる。この地方の食文化が少し

異質であり，中国の食文化の影響が認められる。

5　年取り膳と年越し蕎麦

　本来，正月は大晦日の夕方から始まったものである

ので，祝いは大晦日に始まり，ご馳走も大晦目から出

された。

　現代では，実際には連続している行事であるものの，

年取り（年越し）と正月に分けられている。このため，

ご馳走をどちらに重点を置いて用意するか，地域に

よってかなりまちまちである。例えば，年取り膳を用

意して年越しを充分に祝う地域があるのに対して年越

し蕎麦などで簡単に済ます地域がある，これらはまさ

に対照的でかつ典型的な例である。前老の方が伝統を

忠実に守っているものと考えられる。

　年取り魚がその名前のごとく，無事一年を終えて年

取りができたことを神へ感謝するための魚であるか，

或は新年を祝うためのものであるか，いずれであるか

によって年取り魚の意義が異なってくるポ例えば，鰯

は正月祝いよりも年取りに用いられる場合が多い。

　これらの点については，更に検討を必要とするが，

そのための資料として，図8に年取り膳と年越し蕎麦

の都道府県単位での分布を示した。

o：年取り膳
☆：年越しそば，うどん

う

　年越し蕎麦は全魍的に分獅しているが，年取り膳は

東日本に多い傾向である。また，年越し蕎麦の替わり

に年越し餅を食べる程度で終える地域もある。

　詳細に検討すると，年越し蕎麦または年越し餅で終

える家庭で，更に年取り膳を用意するケースは少なく，

あくまでも箭素に済ましている。

6北陸東部から東北南部での年取り魚

この地域は図6から東西食文化を分けるライソの存

在が予想されるので，年取り魚の分布を詳細に検討し

た結果は図9に示したごとくである。また，蜘，鮭鱒

及びそれ以外の魚の種類については表5に示した。

表5　年取り魚の種類②

．oo　　　　　tf　・’b

、・@　　・9一
　　　　轡8　年越し蕎麦と年取り膳

魚 例数 割合（％） 主な地域

鮭 269 53．6

鱈 20 4．o 佐渡，山形

鱈 44 8．8 庄内

鱗 110 2L9
鰯 o 0

鯉 35 7．o 置賜

さめ 2 0．4

はたはた o o

鯛 9 L8
鯖 11 2．2 佐渡

鮒 1 o．2

その他の魚 1 02

計 502 100．1

　この地域においても，年取り魚は圧倒的に鮭及び獅

であることが認められる。その他の魚として，鯖，鮫，

鯛などがある。

　蜥と鮭，二つの祝い魚を分けるライソが新潟県西部

の西頸城郡と中頸城郡との間と佐渡と越後の間に存在

している。

　この付近を多くの食文化ライソが存在することは既

に報告している3）。

　図6と図9を同時に検討すると，西頸城地方と佐渡

島は鱒食文化圏，則ち西日本型食文化圏に属しており，

中頸城から東はずっと鮭食文化圏，則ち東日本型食文

化圏に属することが認められる。

　新潟県西部に隣接する長野県も年取り魚について鮭

と蜘に二分される1’｝n・－19）。鮭食文化圏に属する新潟県の

中頸城郡および中魚沼郡に接する千曲川沿いの善光寺

平，飯山地方は鮭を主な年取り魚としてきた。これら

両県のそれぞれの地方を結ぶ街道として，北国街道及
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図9　年取り魚の分布㈲

び谷街道があった。千曲川・信濃川の水運も利用され

た。

　これに薄して，西頸誠郡に接する安曇平とそれに南

接する地域では蜘を主な年取り魚としてきた。日本海

の堪鱒は，富山や飛騨からの他に，西頸城地方の糸魚

川から姫川沿いに南下する塩の道として有名な千国街

道を経て西及び南信州に運ぼれた。

　これらのことから，食文化の形成や伝播に，当然の

ことであるが，何よりも交通が重要な役割を：果してい

ることを知ることができる。安曇平が鱒食文化圏に属

しているとすれば，交易が盛んであoた西頸城地方は，

その前に蜘食文化圏に入っているはずである。

　新潟県の北に隣接する山形県は全域が鮭を年取り魚

としている。置賜や最上地方では一部鯉も利用されて

いるが，自家養殖のものを利用していると考えられる。

　先の昆布巻の芯魚では，山形県は錬であって隣接す

る新潟県中，下越の鮭と異なっていた。この年取り魚

団
OO

O

もoo
iili’：形県

では同じく鮭である。何故このような食い違いが生ま

れたのか，興味ある問題である。

　表5から，ここで取り上げた地域での年取り魚は蜘

と鮭が主要であるが，次いで鯉，鱈，鯖が多い。この

傾向は全国的傾向とほぼ一致している。

　　　　　　　　　ま　と　め

　東西の食文化を分ける指標として，正月の昆布巻の

芯及び年取り魚について，北陸東部から東北南部にか

けて調査し，検討を加えた。

　その結果，昆布巻の芯からすると，この地域の大部

分は鯨（身欠き錬）が普通であったが，新潟県の中越

及び下越地方は鮭を主であった。おおよそ東日本全域

で昆布巻の芯は身欠き鯨であることから，新潟県の中，

下越地方の鮭は例外的ということができる。

　年取り魚についてみると，東西の食文化の典型的指

標の一つである東の鮭と西の簿を分けるライγが，調
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査した北陸東部から東北南部地域内で存在した。

　そのライソはおおよそ新潟県西部の西頸城地方と中

頸城地方の間を南下して，長野県を東西に二分してい

る。また，日本海に入って佐渡誌の東側を通り，佐渡

を西日本型としているe

　このライソが通過する地域の付近には，この他にも

数多くの食文化を分けるライソが存在している。

　　　　　　　　　結　　び

　テーマが大きいため，把握しきれtい点が限りなく

出てきて誠に厳しいものがある。多くの方々のご協力

を得まして，更に研究を進めて行きたい。

　本報告をまとめるにあたり，聞き取り謁査にご協力

頂きました新潟県西頸城農業改良普及所，山形県鶴岡

農業改良普及所，糸魚川市教育委員会，荘内銀行及び

本支店行員各位，山川いみ子さん，斉藤娩氏，細井顕

輝氏，佐々木博朗氏，板垣七造氏，板垣俊一氏，佐藤

政さん，菅原照子さん，小南一一さん，本学食物科卒業

生，在学生の皆さん，及びご回答を頂きました多数の

方々に厚くお礼を申しあげます。

　なお，本研究をご支援して頂いた財団法人日本食生

活文化財団に深謝致します。

　（1980）

11）山口米子：日本の東西「食」気質，三嶺書房（1987）

12）大石貞男：東西の食文化，農文協（1989）

13）河野友美：コソブ巻の中身，食の科学，No．95，

　106（1986）

14）本間紳失ほか：聞き書噺潟の食事隈文協（1985）

15）松崎淳子ほか：聞き書・高知の食事，農文協（1986）

16）中山清次ほか：聞き霧・山口の食事，農文協（1989）

17）河野友美：ハレの日とプリ，食の科学，　No．92，

　109（1985）

18）向山雅重ほか1聞き書・長野の食事，農文協（1986）

19）市川健夫：食文化にみる地域性，地理，31，No．

　10，　IO（1986）

文　　献

1）本間伸夫他：新潟県の郷土食に関する研究，第23

報県立新潟女子短大研究紀要，25集，33（1988）

2）本間伸夫他：新潟県の郷土食に関する研究，第24

報，県立新潟女子短大研究紀要，26集，6（1989）

3）本間伸夫他1東西食文化の日本海側の接点に関す

　る研究，日本食生活文化財団・食生活文化調査研究

報告集　第5集，1（1988）

4）本間伸夫他：東西食文化の日本海側の接点に関す

　る研究，日本食生活文化財団・食生活文化調査研究

　報告集　第6集，11（1989）

5）本間伸夫他：新潟県の郷土食に関する研究1－22

　報，県立新潟女子短大研究紀i要　（1978　・一　1988）

6）世界の食ぺ物N。，1・一一・140，朝日新聞社

　（1980－｝1987）

7）「聞き書・日本の食生活全集，農文協（1984　’一）

8）全飼友の会：伝えてゆきたい家庭の郷土料理，1

　～2集（1980）

9）文化庁：日本民俗地図，ユ～2集，国土地理協会

　（1969－－1971）

10）鈴木秀夫，久保幸夫：日本の食生活，朝倉書店

一82一


